
ヤフー事件判決について

1
�
事
案
の
概
要

原
告
で
あ
る
ヤ
フ
ー
株
式
会

社
（
以
下
「
ヤ
フ
ー
」
と
い
う
。）

は
、
平
成
21
年
2
月
24
日
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
（
以
下

「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」と
い
う
。）

か
ら
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
完
全

子
会
社
で
あ
っ
た
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
Ｉ
Ｄ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
（
以
下
「
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
」
と
い
う
。）
の
発
行
済
株

式
全
部
を
譲
り
受
け
た
（
以
下

「
本
件
買
収
」
と
い
う
。）
後
、

同
年
3
月
30
日
、
ヤ
フ
ー
を
合

併
法
人
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
を
被
合
併

法
人
と
す
る
合
併
（
以
下
「
本

件
合
併
」
と
い
う
。）
を
行
っ

た
。
そ
し
て
、
ヤ
フ
ー
は
平
成

20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年

3
月
31
日
ま
で
の
事
業
年
度
に

係
る
法
人
税
の
確
定
申
告
に
当

た
り
、
法
人
税
法
（
平
成
22
年

改
正
前
の
も
の
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
57
条
第
2
項
（
青

色
欠
損
金
額
の
繰
越
し
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
未

処
理
欠
損
金
額
約
5
4
2
億
円

を
ヤ
フ
ー
の
欠
損
金
額
と
み
な

し
て
、
同
条
1
項
の
規
定
に
基

づ
き
損
金
の
額
に
算
入
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
処
分
行
政
庁

は
、
本
件
買
収
、
本
件
合
併
及

び
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
ら
れ

た
ヤ
フ
ー
の
一
連
の
行
為
又
は

計
算
を
容
認
し
た
場
合
に
は
、

法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
減
少

さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
認
め
ら

れ
る
と
し
て
、
法
1
3
2
条
の

2
（
組
織
再
編
成
に
係
る
行
為

又
は
計
算
の
否
認
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
未
処
理

欠
損
金
額
を
ヤ
フ
ー
の
欠
損
金

額
と
み
な
す
こ
と
を
認
め
な
い

旨
の
更
正
処
分
（
以
下
「
本
件

更
正
処
分
」
と
い
う
。）
及
び

過
少
申
告
加
算
税
賦
課
決
定
処

分
（
以
下
「
本
件
賦
課
決
定
処

分
」
と
い
い
、
本
件
更
正
処
分

と
併
せ
て
「
本
件
更
正
処
分

等
」
と
い
う
。）
を
し
た
。

本
件
は
、
ヤ
フ
ー
が
、
本
件

更
正
処
分
等
は
同
条
の
要
件
が

満
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
さ
れ
た
違
法
な
も

の
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
本
件

更
正
処
分
の
一
部
及
び
本
件
賦

課
決
定
処
分
の
取
消
し
を
求
め

る
事
案
で
あ
る
（
東
京
地
裁
平

成
23
年
（
行

ウ
）
第
2
2
8

号
、
東
京
高
裁
平
成
26
年
（
行

コ
）
第
1
5
7
号
）。

2
�
論
点
の
整
理

（
1
）
適
格
要
件
の
充
足

本
件
は
、
適
格
合
併
に
よ
り

被
合
併
法
人
か
ら
引
き
継
い
だ

欠
損
金
額
の
損
金
算
入
が
認
め

ら
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ

た
事
案
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
状

況
を
整
理
す
る
と
、
本
件
合
併

は
ヤ
フ
ー
が
合
併
法
人
、
ヤ
フ

ー
が
発
行
済
株
式
の
1
0
0
％

を
保
有
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
が
被
合

併
法
人
と
な
る
吸
収
合
併
で
あ

る
こ
と
か
ら
適
格
合
併
に
該
当

す
る
。
ま
た
、
法
57
条
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
、
被
合
併
法
人

の
前
7
年
内
事
業
年
度
に
お
い

て
生
じ
た
未
処
理
欠
損
金
額
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
未
処
理
欠

損
金
額
を
合
併
法
人
の
欠
損
金

額
と
み
な
し
て
法
57
条
第
1
項

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
ヤ
フ

ー
に
お
け
る
未
処
理
欠
損
金
額

の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

な
お
、
組
織
再
編
成
を
利
用

し
た
租
税
回
避
行
為
を
防
止
す

る
た
め
、
欠
損
金
の
引
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、（
2
）
の
引
継
制

限
規
定
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
2
）
未
処
理
欠
損
金
額
の
引

継
制
限

適
格
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
被
合
併
法

人
の
未
処
理
欠
損
金
額
を
合
併

法
人
の
欠
損
金
額
と
み
な
す
こ

と
と
な
る
が
、
欠
損
金
額
の
利

用
を
目
的
と
し
て
組
織
再
編
成

を
行
う
と
い
っ
た
よ
う
な
租
税

回
避
行
為
に
対
応
す
る
た
め
、

個
別
否
認
規
定
と
し
て
法
57
条

第
3
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
適
格
合
併
等
に
係

る
被
合
併
法
人
等
と
合
併
法
人

等
と
の
間
に
特
定
資
本
関
係

（
50
％
超
の
保
有
関
係
）
が
あ

り
、
か
つ
、
当
該
特
定
資
本
関

係
が
合
併
等
事
業
年
度
開
始
の

日
の
5
年
前
の
日
以
後
に
生
じ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

適
格
合
併
等
が
共
同
で
事
業
を

営
む
た
め
の
適
格
合
併
等
に
該

当
し
な
い
と
き
は
、
未
処
理
欠

損
金
額
に
つ
い
て
引
継
ぎ
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
共
同
で
事
業
を
営
む

た
め
の
適
格
合
併
等
と
は
、
次

の
一
号
か
ら
四
号
ま
で
の
要
件

又
は
一
号
及
び
五
号
の
要
件

（
み
な
し
共
同
事
業
要
件
）
に

該
当
す
る
も
の
を
い
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
（
施
行
令
1
1
7

条
⑦
）。

一
号

事
業
関
連
性
要
件

二
号

事
業
規
模
要
件

三
号

被
合
併
等
事
業
継
続

要
件

四
号

合
併
等
事
業
継
続
要

件

五
号

特
定
役
員
引
継
要
件

3
�
本
件
に
お
け
る
主
な
争
点

本
件
は
、
ヤ
フ
ー
と
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
の
行
う
事
業
が
共
に
情
報
通

信
関
連
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
み
な
し
共
同
事
業
要
件
の

一
号
（
事
業
関
連
性
要
件
）
は

満
た
し
て
い
る
と
判
断
で
き

る
。
ま
た
、
ヤ
フ
ー
の
代
表
取

締
役
社
長
で
あ
る
丙
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
の
取
締
役
副
社
長
に
就
任
し

た
後
に
適
格
合
併
が
行
わ
れ
、

合
併
後
も
ヤ
フ
ー
の
特
定
役
員

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
号
（
特

定
役
員
引
継
要
件
）
も
満
た
し

て
い
る
こ
と
と
な
り
、
形
式
上

は
未
処
理
欠
損
金
額
の
引
継
制

限
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ

か
ら
引
き
継
い
だ
欠
損
金
額
を

損
金
の
額
に
算
入
し
た
ヤ
フ
ー

の
平
成
21
年
3
月
期
分
の
法
人

税
確
定
申
告
は
、
一
応
、
適
法

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
件
で
は
ヤ
フ
ー

の
一
連
の
行
為
が
み
な
し
共
同

事
業
要
件
を
形
式
的
に
満
た
す

こ
と
に
よ
る
租
税
回
避
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

法
1
3
2
条
の
2
の
規
定
に
基

づ
き
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
未
処
理
欠

損
金
額
の
引
き
継
ぎ
を
認
め
な

い
旨
の
更
正
処
分
が
行
わ
れ

た
。
本
件
は
、「
そ
の
法
人
の

行
為
」
で
「
こ
れ
を
容
認
し
た

場
合
に
は
（
中
略
）
法
人
税
の

負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
結

果
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を

い
う
の
か
（
不
当
性
要
件
の
解

釈
）、
ま
た
、
当
該
不
当
性
要

件
を
本
件
副
社
長
就
任
に
あ
て

は
め
て
、
こ
れ
を
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
争
点
と
な
っ

て
い
る
事
案
で
あ
る
。

4
�
第
一
審
東
京
地
裁
判
決
（
請
求
棄
却
）

不
当
性
要
件
の
解
釈
に
つ
い

て
、ヤ
フ
ー
は
、「
租
税
回
避
行

為
の
意
義
を
踏
ま
え
る
と
、
法

1
3
2
条
の
2
の『
法
人
税
の
負

担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
』の
要

件
は
、私
的
経
済
取
引
プ
ロ
パ
ー

の
見
地
か
ら
合
理
的
理
由
が
あ

る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
経
済
人

の
行
為
と
し
て
不
合
理
・
不
自

然
な
行
為
又
は
計
算
か
否
か
と

い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。そ
し
て
、純
経
済
人

の
行
為
と
し
て
不
合
理
・
不
自

然
と
は
、
行
為
が
異
常
な
い
し

変
則
的
で
、
か
つ
、
租
税
回
避

以
外
に
正
当
な
理
由
な
い
し
事

業
目
的
が
存
在
し
な
い
場
合
を

い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と

し
、
ヤ
フ
ー
の
代
表
取
締
役
社

長
で
あ
る
丙
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
取

締
役
副
社
長
に
就
任
し
た
行
為

（
以
下「
本
件
副
社
長
就
任
」と
い

う
。）は
、「
法
1
3
2
条
の
2
の

『
法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
減

少
さ
せ
る
』
に
該
当
す
る
と
評

価
さ
れ
る
余
地
は
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
」旨
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は

「
組
織
再
編
成
を
構
成
す
る

個
々
の
行
為
に
つ
い
て
個
別
に

み
る
と
事
業
目
的
が
な
い
と
は

い
え
な
い
よ
う
な
場
合
」
で
あ

っ
て
も
、「
当
該
行
為
又
は
事

実
に
個
別
規
定
を
形
式
的
に
適

用
し
た
と
き
に
も
た
ら
さ
れ
る

税
負
担
効
果
が
、
組
織
再
編
成

全
体
と
し
て
み
た
場
合
に
組
織

再
編
税
制
の
趣
旨
・
目
的
に
明

ら
か
に
反
し
、
又
は
個
々
の
行

為
を
規
律
す
る
個
別
規
定
の
趣

旨
・
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る

と
き
」
に
は
、
法
1
3
2
条
の

2
の
適
用
対
象
に
な
る
と
し
、

本
件
に
お
い
て
は
、「
特
定
役

員
引
継
要
件
が
形
式
的
に
は
充

足
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
役

員
の
去
就
と
い
う
観
点
か
ら
み

て
、『
合
併
の
前
後
を
通
じ
て

移
転
資
産
に
対
す
る
支
配
が
継

続
し
て
い
る
』
と
い
う
状
況
が

あ
る
と
は
い
え
ず
、
施
行
令
1

1
2
条
7
項
5
号
が
設
け
ら
れ

た
趣
旨
に
全
く
反
す
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
」
と
判
示
し
、
ヤ
フ
ー
の

請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。

5
�
第
二
審
東
京
高
裁
判
決
（
控
訴
棄
却
）

東
京
高
裁
の
判
断
は
、
第
一

審
東
京
地
裁
の
判
断
を
ほ
ぼ
踏

襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
件
副
社
長
就
任
に
つ
い

て
、
認
定
事
実
を
踏
ま
え
、「
事

業
上
の
必
要
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
経
済
的
行
動
と
し
て

い
か
に
も
不
自
然
・
不
合
理
な

も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」

と
判
示
し
、
第
一
審
よ
り
も
踏

み
込
ん
だ
内
容
に
よ
り
、
ヤ
フ

ー
に
対
し
て
厳
し
い
指
摘
を
行

っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

6
�
東
京
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
検
討

5
の
と
お
り
、
東
京
高
裁
判

決
は
ヤ
フ
ー
に
と
っ
て
第
一
審

判
決
よ
り
も
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①

丙
以
外
の
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
役
員
は

い
ず
れ
も
合
併
後
、
合
併
法
人

で
あ
る
ヤ
フ
ー
の
役
員
に
就
任

す
る
事
業
上
の
必
要
性
が
な
い

も
の
と
認
め
ら
れ
、
実
際
に
も

就
任
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
丙

の
副
社
長
就
任
後
の
業
務
は
、

本
件
買
収
及
び
本
件
合
併
の
実

現
や
本
件
合
併
後
の
事
業
に
関

す
る
も
の
に
限
ら
れ
、
丙
が
Ｉ

Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
副
社
長
に
就
任
し
て

い
な
く
て
も
、
ヤ
フ
ー
の
代
表

取
締
役
と
し
て
本
件
買
収
・
本

件
合
併
の
準
備
等
に
十
分
な
影

響
を
行
使
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
件
買
収
・
本
件
合
併
の
実
現

は
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
③
本
件
副
社
長
就
任

か
ら
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
買
収
ま
で
2
ヶ

月
と
短
期
間
で
、
丙
は
非
常
勤

で
あ
り
、
代
表
権
・
部
下
・
専

任
の
担
当
業
務
も
な
く
、
買
収

前
の
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
経
営
に
も
参

画
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
丙
の
副

社
長
就
任
は
「
ヤ
フ
ー
の
法
人

税
の
負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ

る
と
い
う
税
務
上
の
効
果
を
発

生
す
る
こ
と
以
外
に
、
事
業
上

の
必
要
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
経
済
的
行
動
と
し
て
い
か

に
も
不
自
然
・
不
合
理
な
も
の

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と

し
、
本
件
副
社
長
就
任
は
特
定

役
員
引
継
要
件
を
満
た
し
て
い

る
も
の
の
、
合
併
後
も
共
同
で

事
業
が
営
ま
れ
て
い
る
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
ヤ
フ
ー
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
の
未
処
理
欠
損
金
額
を
引
き

継
い
で
損
金
算
入
す
る
こ
と

は
、
特
定
役
員
引
継
要
件
が
設

け
ら
れ
た
趣
旨
・
目
的
に
反
す

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
旨
判

示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
未
処

理
欠
損
金
額
を
余
す
こ
と
な
く

処
理
す
る
た
め
に
買
収
・
合
併

の
提
案
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ヤ
フ

ー
と
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
担
当
者
間
で

税
務
上
の
理
由
で
丙
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
の
副
社
長
に
就
任
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、

本
件
副
社
長
就
任
に
租
税
回
避

以
外
に
正
当
な
理
由
な
い
し
事

業
目
的
が
存
在
し
て
い
た
と
は

言
い
難
く
、
裁
判
所
の
判
断
は

妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
件
で
問
題
と
な
っ

た
特
定
役
員
引
継
要
件
は
、
み

な
し
共
同
事
業
要
件
の
中
で
は

比
較
的
充
足
し
易
い
こ
と
か

ら
、
個
別
規
定
に
お
け
る
租
税

回
避
防
止
効
果
を
強
化
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
当
該
要
件
を
削
除

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

折原 昭寿［麹町］

日
本
税
務
会
計
学
会

平
成
26
年
11
月
月
次
研
究
会
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